
条例の概要

　手話が言語であることに対する市民の理解の促進に関し、基本理念を定めるとともに、市の責務
並びに市民及び事業者の役割を明らかにし、もって手話が言語であるとの認識を普及することが目
的です。

条例の目的

　市は、基本理念にのっとり、手話を使用して日常生活又は社会生活を営む者及びその支援者そ
の他の関係者と協力して、手話が言語であることに対する市民の理解を促進するための施策を行
います。

市の責務

　市民は、基本理念に対する理解を深め、市の施策に協力するよう努めます。

市民の役割

　事業者は、市の施策に協力するよう努めます。

事業者の役割

　手話が言語であることに対する市民の理解の促進は、手話が独自の言語体系を有する文化的所
産であり、また、手話を使用して日常生活又は社会生活を営む者がその他の者と等しく基本的人権
を享有するかけがえのない個人として尊重されることを基本理念として行わなければなりません。

条例の基本理念
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手話は音声言語とは異なる独自の文法体系を有し、
手や指、体の動き、表情などにより表現される「言語」です。
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　言語は、人と人とが意思や感情などを伝え合う手段であり、また、論理や思考などの知的活動
の基礎となるものです。手話は、音声言語とは異なる独自の文法体系を有し、手や指、表情などに
より表現される言語です。
　日本語や英語があるように、国や地域によって、使用される手話は異なります。また、日本語に
方言があるように、日本国内でも、手話の表現が異なる場合があります。

手話は言語 基本的な手話を学んでみよう

　手話は、日本語を手の動きに置き換えたものではありません。日本語が声で表現されるように、
手話という独自の文法を持つ言語が、手の動きなどにより表現されます。

手話の文法

●手話講習会に参加する

　毎年、３月から受講生を募集しています。
　初歩的な日常会話を学べる手話講習会からスタートしてみましょう。

●地域の手話サークル活動に参加する

　お住まいの地域の手話サークルに参加し、行事などを通じて手話を学んでみましょう。
　連絡先：札幌手話サークル連絡協議会（問合せ時間帯：13：00～16：00 TEL631-6747
　札幌市視聴覚障がい者情報センター内）

手話を学ぶには

（　　私　　　　　　家　　　　　います　　　　　札幌　　　　　市　　）

※手話の表現方法は様々であり、このとおりでなければ通じないということではありません。

手話講習会

（初歩的な日常会話）

中級手話講習会

（初歩的な意思疎通支援）

手話通訳者養成講座

（手話通訳者を目指す）

おはよう

ありがとう

何かお困りですか

こんにちは

お疲れさま

少々お待ちください

こんばんは

よろしくお願いします

お待たせしました

●日本語： 私は札幌市に住んでいます

●手話：

なお、札幌聴覚障害者協会等でも講習会等を開催しています。
連絡先：札幌聴覚障害者協会（TEL633-7575　FAX633-7600）

①

①

①

②

②

①

②

②

①① ②

②

③

③

④

2回手前に引く

2回
たたく

しゅ  わ げん  ご

しゅ  わ

しゅ  わ まな

ぶん ぽう

しゅ  わ  まなき  ほん てき

しゅ わ

しゅ  わ  こうしゅうかい

ちい  き

さっ ぽろちょうかくしょうがいしゃきょうかいとう

さっぽろちょうかくしょうがいしゃきょうかいれん らく さき

こうしゅうかいとう かい さい

す

れん らく さき さっ ぽろ しゅ  わ れん らくきょう ぎ かい といあわ じ  かん たい

しちょうかくさっ ぽろ  し しょう しゃじょうほう ない

ち  いき しゅ  わ しゅ  わ まな

しゅ  わ かつ どう さん  か

さん  か ぎょうじ つう

しゅ  わ  こうしゅうかい

しゅ  わ こうしゅうかい ちゅうきゅうしゅわ こうしゅうかい

なに こま しょうしょう

つか ねが

ま ま

しょ  ほ てき しょ  ほ てき

しゅ わ  つう やくしゃ

しゅ わ  つう やくしゃ

よう せいこう ざ

め    ざ

さん  か

まいとし

しょ  ほ  てき にちじょうかい わ まな

がつ じゅこうせい ぼ しゅう

ひょうげんほうほう さまざま つう

て うご お か に  ほん  ご こえ ひょうげん

に  ほん  ご

わたし いえ さっ ぽろ し

わたし さっ ぽろ し す

しゅ  わ

げん  ご

き　そ しゅ わ おんせい げん ご

げん ご

こと ぶんぽうたいけい ゆう て ゆび ひょうじょうどく  じ

ひょうげん

ひょうげん

に ほん ご

に ほん ご

に ほん ごご くに ち いき し よう しゅ わ

しゅ わ

しゅ わ

しゅ わ どく じ ぶん ぽう も げん ご て うご ひょうげん

こと

こと ば あい

えい

ほう げん に  ほんこくない

ひと ひと い　し かんじょう つた あ しゅだん ろん り し こう ち てきかつ どう

い   し   そ  つう し  えんにちじょうかいわ


